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定刻５時より２００名ほどのゲストを迎えて式典が始まりました。


式典担当の司会で始まりそれぞれが個性溢れた挨拶でスムーズに運びました。来賓の川辺様は感動の様子がよく出ておられました。


1年前より準備委員会として企画し何度も何度も意見を重ね各役員が口角泡を飛ばしての議論でやっと11月を迎えました。


その間坂本準備委員長から実行委員長へと変っていかれ、実行委員長として大変な気苦労をされておられました.


気苦労の大きいほど皆様より喜びの言葉を頂くと満足感も大きく大成功（万歳）と叫びたくなるのではないでしょうか。


坂本実行委員長、古瀬会長、本当にご苦労様でした。御礼申し上げます。


又、今回は式典を担当したものだけではなく、全会員がゲストを勧誘して式典を盛り上げたことも大きな力となったのではなかったかと感謝します。


永年在籍会員の12名の皆様にも有難うございます。今後も全会員をご指導お願い申し上げます。


2部は堀田会員の司会で始まり記念講演会は田中先生をお迎えしての今の時流にあったお話を頂き、我々経営者は感銘するところが大変多く参考に成りました。


24時間受付、年中無休、の精神を持ち続けることの大切さ、


コツコツコツコツコツコツ基本的な仕事をする。会社を存続させる最大の法則のような感じがします。


3部“静かな静かな里の秋”を聴きながらバイマーヤンジン様を迎えての20周年記念懇親会は最高潮になりました。何度聴いても彼女の歌は涙が出るのはなぜだろうと自分で自問しています。


ゲストの皆様にも感動をされて居られ、それぞれが自分の心にある故郷を思い出されたのではないでしょうか。


受付からお帰りまでゲストの皆様を接待した20周年式典を終えて全員が満足感とホットした気持ちで帰宅されたものと思います。


｛人生は、今日から始まり、昨日まではリハーサル｝


では次月まで





蛭川親分の20周年式典感想








キ　ラ　リ　（文責: 安井）





二十周年記念事業の報告（記念委員会）





①　今年度後半より「毎年継続的に社会貢献事業」を実施して


行く事が決定しました。


　　同時に、社会貢献を目的とした事業への基金として、オー


ナーズ会「善意の箱」が発足します。


　　尚、２０周年記念祝宴に於いて、社会貢献事業として「チ


ベットに学校を建てる運動」を実践中のバイマー・ヤンジ


ンさんへ、寄贈しました。





②　昨今のＩＴ化社会に対し、オーナーズ会の既設ホームペー


ジのバージョンアップを図ります。





　　オーナーズ会の会員同士、また、対外的にも双方向の活用


を行い、片方通行の利用に留まらないＨＰを完成させる事


業が発足致しました。





後半の例会には必ず、「創立２０周年記念」のタイトルを


使用する事が決定しております。











_1131621216.doc
[image: image1.png]






